製品別比較表（標準医薬品との比較） 案

2024年4月改訂
	
	後発医薬品
	標準医薬品

	製品名
（一般名）
	アトモキセチン内用液0.4％「JG」
（アトモキセチン塩酸塩）
	ストラテラ内用液0.4％

	販売会社名
	日本ジェネリック
	

	薬価

（標準医薬品との差）
	46.20円/mL
（34.40円/mL）
	80.60円/mL

	規格
	1mL中　アトモキセチン塩酸塩4.6mg（アトモキセチンとして4mg）を含有

	薬効分類
（標準商品分類番号）
	注意欠陥／多動性障害治療剤（選択的ノルアドレナリン再取り込み阻害剤）
（871179）

	効能又は効果
	注意欠陥/多動性障害（AD/HD）
【標準医薬品に同じ】

	用法及び用量
	〈18歳未満の患者〉
通常、18歳未満の患者には、アトモキセチンとして1日0.5mg/kg（0.125mL/kg）より開始し、その後1日0.8mg/kg（0.2mL/kg）とし、さらに1日1.2mg/kg（0.3mL/kg）まで増量した後、1日1.2～1.8mg/kg（0.3～0.45mL/kg）で維持する。

ただし、増量は1週間以上の間隔をあけて行うこととし、いずれの投与量においても1日2回に分けて経口投与する。

なお、症状により適宜増減するが、1日量は1.8mg/kg（0.45mL/kg）又は120mg（30mL）のいずれか少ない量を超えないこと。
〈18歳以上の患者〉
通常、18歳以上の患者には、アトモキセチンとして1日40mg（10mL）より開始し、その後1日80mg（20mL）まで増量した後、1日80～120mg（20～30mL）で維持する。

ただし、1日80mg（20mL）までの増量は1週間以上、その後の増量は2週間以上の間隔をあけて行うこととし、いずれの投与量においても1日1回又は1日2回に分けて経口投与する。

なお、症状により適宜増減するが、1日量は120mg（30mL）を超えないこと。
【標準医薬品に同じ】

	添加剤
	プロピレングリコール、リン酸二水素ナトリウム、D-ソルビトール液、キシリトール、スクラロース、安息香酸ナトリウム、バニリン、エチルバニリン、香料、pH調整剤（リン酸、水酸化ナトリウム）
	安息香酸ナトリウム、リン酸二水素ナトリウム水和物、リン酸、D-ソルビトール液、キシリトール、香料、エチルバニリン、バニリン、プロピレングリコール、スクラロース、水酸化ナトリウム

	製品の性状
	無色澄明の液
	無色澄明の液（経口液剤）

	規制区分
	劇薬、処方箋医薬品

	貯法
	室温保存
	室温保存

	品質再評価
	-

	標準製剤との同等性
	生物学的同等性試験
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生物学的同等性試験結果により、標準医薬品と同等と評価されている。


	備考
	

	連絡先
	


